
静岡デザイン専門学校 カリキュラムポリシー 

 

静岡デザイン専門学校は、卒業認定・専門士授与（ディプロマポリシー）を踏まえ、開設

する授業科目の体系化を図り、整合性を確保した教育課程を編成する。また、各授業科目に

ついては、シラバスにより目的、教育内容と方法、学修成果の評価基準を明示し、学生が主

体的に学ぶことができる内容とする。 

 さらに、より実践的な職業に必要な知識・技能を習得するため、各分野において企業委員

からの意見を聴収する「教育課程編成委員会」を毎年 2 回以上実施し、カリキュラムの定

期的な見直しを行う。 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

ファッションビジネス科 カリキュラムポリシー 

 

ファッションビジネス科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カリ

キュラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げる

人材を育成すべく、ファッションビジネス分野で活躍するために必要な接客技術から、企

画・仕入れ・販売に至る様々なスキルを習得することを目的とした講義・演習を行う教育課

程を体系的に編成する。 

 

【1年次】 

・幅広いコーディネート提案力を身につけるために、ファッションに関わる知識を増やすこ

とが必須となる。そのための科目を開設する。 

・トレンドやマーケットを知ったり、接客やプレゼンテーションの基本技術、ヘアメイクや

写真撮影技術を学んだりするための科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目の開設

をする。 

【2年次】 

・企画提案力、ショップ運営、接客等の実務経験を重ね、応用力を高めるための科目を開設

する。 

・プロの考えや仕事に触れる機会を通じてファッションへの理解をさらに深め、魅力あるフ

ァッションを提案できるようになるための科目を開設する。 

 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

ファッションデザイン科 カリキュラムポリシー 

 

ファッションデザイン科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カリ

キュラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げる

人材を育成するために、服の商品化に必要な実務能力、服作りに必要な生産技術を習得する

ことを目的とした講義・演習を行う教育課程を体系的に編成する。 

 

【1年次】 

・商品企画、デザイン、パターン、ソーイングなど、服作りを通じて技術の基礎を学ぶこと

ができる科目を開設する。 

・ファッションに対する幅広い視野と感性を養い、発想力を身につけるための科目を開設す

る。 

【２年次】 

・オリジナルブランドを商品化するまでのプロセスの体験や、多くのコンテストへの挑戦を

通して、実践的な課題の中から即戦力につながるスキルを身につけることを目的とした

科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目の開設

をする。 

【３年次】 

・卒業制作など、クリエイティブな作品作りを通して、個々の表現を追求することでファッ

ションの世界で生き抜く個性を確立するための科目を開設する。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

ブライダル・ビューティー科 カリキュラムポリシー 

 

ブライダル・ビューティー科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カ

リキュラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げ

る人材を育成するために、ブライダル分野、ビューティー分野の知識と技術、並びにホスピ

タリティ精神を習得することを目的とした講義・演習を行う教育課程を体系的に編成する。 

 

【1年次】 

・理論や知識とともに、実際に経験を積んでいくことでヘアメイク、ネイル、ブライダルの



基礎的なスキルを身につけるための科目を開設する。 

・接客などの実践的な技術の他、色彩やパーソナルカラーなど、実践で役立つ資格の取得に

取り組める科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目を開設

する。 

【２年次】 

・「ブライダル専門科目」「ビューティー専門科目」によって、実践的な知識とテクニックを

磨き、ショーやセレモニーの演出する力を身につけるなど、より専門性の高い技術を習得

するための科目を開設する。 

・サービス業に就くための実践能力として必要となるホスピタリティの心を養うための科

目を開設する。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

グラフィックデザイン科 カリキュラムポリシー 

 

グラフィックデザイン科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カリ

キュラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げる

人材を育成するために、グラフィックデザイン業界で活躍することができるスキル全般  

を習得することを目的とした講義・演習を行う教育課程を体系的に編成する。 

 

【1年次】 

・デッサンや画材研究、発想力の養成に加え、カメラやMacを使ったソフトウェアの活用

など様々な表現技術を身につけるための科目を開設する。 

・Web、映像分野の基礎知識を見つけるための科目を開設する。 

【２年次】 

・「イラストレーションコース」、「写真コース」、「マンガ・キャラクターコース」、「Webデ

ザインコース」、「映像・アニメーションコース」を設定し、一人ひとりが得意分野を伸ば

していける科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目を開設

する。 

【３年次】 

・積極的に地域社会と関わり、より高度な課題に取り組むことができる科目を開設する。 

・より実践的な課題に取り組みながら専門技術を磨くとともに、自分の想いをしっかり相手

に伝えるプレゼン技術、表現力を向上させる科目を開設する。 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

プロダクトデザイン科 カリキュラムマポリシー 

 

プロダクトデザイン科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カリキ

ュラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げる人

材を育成するために、日常生活の中で使われる様々な製品の企画・デザインから制作するま

でのプロセスを習得することを目的とした講義・演習を行う教育課程を体系的に編成する。 

 

【1年次】 

・デザインに必要な基礎知識や、それを表現するために必要なスケッチ力を身につけるため

の科目を開設する。 

・木、金属、ガラス、プラスチック等、様々な素材を実際に加工・製作することでその特性

を理解しながら造形の基本を身につけるための科目を開設する。 

【２年次】 

・1年次に学習した基礎をもとに、プロダクト製品が商品化されるプロセスを理解するため

の科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目を開設

する。 

【３年次】 

・これまでに培ってきた基礎力、応用力を用いて集大成となるデザイン創作活動が行える科

目を開設する。 

・企業とのコラボレーション等、より実践的なデザイナースキルを身につけるための科目を

開設する。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

インテリアデザイン科 カリキュラムポリシー 

 

インテリアデザイン科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カリキ

ュラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げる人

材を育成するために、建築・インテリア業界で活躍できる技術を習得することを目的とした

講義・演習を行う教育課程を体系的に編成する。 

 

【1年次】 



・様々な事例を見ながらインテリアや空間デザインに関する基礎知識を身につけるための

科目を開設する。 

・イメージスケッチや図面作成のための基本技術習得に取り組み、表現力を養うことができ

る科目を開設する。 

【２年次】 

・住空間、商業空間など、あらゆる空間に関する企画・デザイン・図面作成・建築素材など

の専門知識を学ぶための科目を開設する。 

・消費者やクライアントに合わせた提案のできる人材を目指すための科目を開設する。 

・インテリアコーディネーターの資格を取るための科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目を開設

する。 

【３年次】 

・これまでに養ってきた提案力、表現力、チームワーク力を総合的に活用し、実践的に取り

組むことができる科目を開設する。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

フラワーデザイン科 カリキュラムポリシー 

 

フラワーデザイン科は、静岡デザイン専門学校の教育課程の編成・実施の方針（カリキュ

ラムポリシー）のもと、卒業認定・専門士授与の方針（ディプロマポリシー）に掲げる人材

を育成するために、花の扱い方をはじめとして、園芸、栽培、ブライダル、花の流通、ショ

ップ経営などの知識を習得することを目的とした講義・演習を行う教育課程を体系的に編

成する。 

 

【1年次】 

・花の鮮度を保つための下処理をはじめ、生きた花を扱うための基本を徹底的に学習できる

科目を開設する。 

・花に触れながら花束やアレンジメントの基礎を身につけ、ブライダル、色彩、接客、デッ

サンなど、フラワーデザインに必要な技術を段階的に学習できる科目を開設する。 

・社会人としてのコミュニケーション能力を高め、計画力と良識を備えるための科目を開設

する。 

【２年次】 

・テーマや場所に合わせた作品作り、生花店や園芸店でのショップ研修、グループによる造

形作品制作など、実践を通じてより技術を向上させることができる科目を開設する。 


